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３ 平成１４年２月１２日申請（平成１４年（争）第２号）（接続に必要な工事） 

 

（１）経過 

平成１４年   

２月１２日 ビー・ビー・テクノロジー株式会社（以下「ＢＢＴ」と 

いう。）から、あっせんの申請。（⇒（２）） 

１３日 委員会から、西日本電信電話株式会社（以下「ＮＴＴ西

日本」という。）に対し、あっせんの申請があった旨の通

知。 

１５日 あっせん委員（吉岡委員、瀬崎特別委員、東海特別委員 

及び土佐特別委員）の指名。 

３月２０日 ＮＴＴ西日本から、答弁書の提出。（⇒（３）） 

２２日 両当事者から意見の聴取。 

４月 ４日 両当事者から意見の聴取。 

あっせん委員から、あっせん案の提示。（⇒（４）） 

ＢＢＴが、あっせん案を受諾。 

 ９日 ＮＴＴ西日本が、あっせん案受諾を拒否。（⇒（５）） 

あっせん打切り。委員会から、両当事者に対して、その

旨を通知。 

 

（その後の経過） 

平成１５年 

  ２月１４日 ソフトバンクＢＢ株式会社（以下「ソフトバンクＢＢ」と 

        いう。）から、仲裁の申請。 

    ５月１６日 ソフトバンクＢＢから、協議再開命令の申立て。 

※ 平成１５年１月、ＢＢＴは、ソフトバンクネットワーク株式会社、ソ

フトバンク・イーシーボールディングス株式会社及びソフトバンク・コ

マース株式会社との合併により、ソフトバンクＢＢとなった。 

 

（２）申請における主な主張 

 

ア 申請の内容 

ＮＴＴ西日本の局舎におけるＭＤＦジャンパ工事について、ＢＢＴ自身

による工事が実施できるようあっせんを求める。 
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イ 協議不調の理由 

ＮＴＴ西日本に対して自前工事の実施について要望したが、ＭＤＦでの

作業スペースが十分確保できない局舎が多いこと、大量にＭＤＦにおける

工事があること等を理由として拒絶されており、その後の協議は進展して

いない。 

 

（３）答弁書における主な主張 

 

ア ＭＤＦジャンパ工事は、電話サービスにおける生命線でもある電話通信

線の切断を伴う工事であり、ＮＴＴ西日本がコントロールすることのない

第三者に工事をさせることは、ＮＴＴ西日本として認められない。 

 

イ ＭＤＦジャンパ工事については、現在時点においては、ＮＴＴ西日本は

問題なく工事を実施しており、ＢＢＴによるＭＤＦジャンパ工事の自前工

事を認めるほどの必要性は認められない。 

 

（４）あっせん案 

 

「１ ＮＴＴ西日本は、接続事業者によるＭＤＦジャンパ自前工事にあたっ

ての問題点発掘のために、場所と期間を限定して以下の条件により自前

工事をＢＢＴが行うことを認める。 

（１）各個の工事にあたっては、個々の電話加入者の承認を要するものと

する。 

（２）選定される施工業者、遵守されるべき施工基準・安全管理規程及び

工事数量・工事日程の決定については、ＢＢＴ及びＮＴＴ西日本に

おいて協議を行う。 

（３）ＢＢＴによる自前工事に起因する事故等においては、同社がＮＴＴ

西日本に対して責任を負うこととし、ＮＴＴ西日本は電話加入者か

ら損害賠償を請求された場合にはこれをＢＢＴに対して求償する。

ＮＴＴ西日本による工事と同時刻・同一場所において行われる場合

のＢＢＴにおいて負うべき責任の範囲の決定についてはＢＢＴ及び

ＮＴＴ西日本において協議を行う。 

 

２ 上記期間終了後の自前工事の継続・拡大の是非及び継続・拡大する場

合の工事の条件については、上記期間中の実態を踏まえ、ＢＢＴ及びＮ

ＴＴ西日本において協議を行う。 
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３ 接続事業者による自前工事が行われない場所又は期間において、ＮＴ

Ｔ西日本がＭＤＦジャンパ工事を行う際には、利用者から申込があって

からＭＤＦにおける接続によりＤＳＬサービスが開始されるまでの標準

的な開通工事期間を４営業日以内とするよう、ＮＴＴ西日本において早

急に措置を講じる。                       」 

 

（５）あっせん案受諾の拒否に際しての主な主張 

 

委員会提示のあっせん案については受諾できない。 

 

  （理由） 

   ＤＳＬサービス利用予定者への工事期間短縮という限られた利便と電話

サービス利用者全体への適切なサービスレベルの維持を比較衡量した上で、

あっせん案では電話サービス利用者全体への良好なサービス提供への障害

という懸念が解消されない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


